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　コンポジットレジン修復後の問題の一っに，経時

的な辺縁適合性の劣化があげられる。辺縁適合性の

劣化は，辺縁着色を生じ，褐線の原因となるばかり

でなく，微小漏洩による歯髄刺激や二次鶴蝕の一因

と成りうる重大な問題であり，温度変化に基づく歯

質と修復物の熱膨張の差により隙間を生じる事が大

きな要因と考えられる。コンポジットレジンの熱膨

張係数はフィラーの含有量に関係していると考えら

れることから，各種コンポジットレジンのフィラー

含有量と熱膨張係数について検討した。

［材料および方法］各コンポジットレジンの熱膨張

に大きく影響すると考えられる無機質フィラー含有

量と熱膨張係数の測定を行った。

（実験1）無機質フィラー含有量の測定は，ISO

4049に準じて行った。揮発分測定用増塙を用い，各

コンポジットレジンの焼却前と焼却後の重量の差か

ら無機質フィラー含有百分率を算出し，3回の測定

結果の平均を各コンポジットレジンの無機質フィラー

含有量（重量％）とした。

（実験2）熱膨張係数は，熱機械分析装置Thermo－

flex（理学電気社製）を用いて各コンポジットレジ

ンの熱膨張量を測定し算出した。試料数は各3個ず

っ，測定条件は加熱昇温速度2．5℃／min，測定圧

5．Ogにて室温（18℃）より80℃まで測定し，20℃か

ら60℃までの線熱膨張量を求め線熱膨張係数を算出

した。標準試料は石英ガラスを使用した。

［結果］実験に用いた5種の光重合型コンポジット

レジンにおいて，各コンポジットレジンの無機質フィ

ラー含有量（重量％）と熱膨張係数を測定したとこ

ろ，無機質フィラー含有量と熱膨張係数は負の相関

関係（相関係数r＝0．96）にあり，無機質フィラー含

有量の多いものほど熱膨張係数は小さかった。

　演者らは，審美性修復材料の臨床応用にあたって，

充墳材料のシェードマッチングおよび歯牙への色調

適合性の実態を知る目的で，審美修復に関するプロ

トコールを作製し，昭和62年度の第一保存科臨床実

習に於いて本プロトコールを用いて調査した。

　今回は，調査期間（7月から12月）のうち9月か

ら10月までの結果のうち特に光重合レジン68症例に

ついて，2種のシェードガイド（ビタシェード，レ

ジン付属のシェードガイド）の有用性，レジンの種々

のシェードの使用頻度，レジンの色調適合性等にっ

いて検討したところ，以下のような結論を得た。

1．光重合レジン（Silux，　Valux）の使用した頻度

　　は，U，　G，　DY，　Yのシェードの1頂で多く，　L，

　　XLは少なかった。

2．使用した2種のシェードガイドの色調は相互に

　　関連してなく，レジン充填のシェードマッチン

　　グには，レジン付属のシェードガイドが望まし

　　い。

3．しかし，レジン付属のシェードガイドは色調再

　　現に問題があり，より一層の改善が求められる。

4．レジン充墳の色調適合性は，性別，年齢にっい

　　て差は認められなかった。

5．色調適合性は窩洞により差がみられ，皿級より

　　V級のほうが良好な成績を示した。

6．より精密な審美修復のためには，照明環境の整

　　備が必要である。

演題5．交感神経節シナプス伝達におよぼす種々の

　　　　局所麻酔剤の効果

○沢野ひろみ，染井　宏祐，古和田一成，

　栃内　明啓，鈴木　　隆

岩手医科大学歯学部口腔生理学講座

演題4．プロトコールを用いた審美性修復材料の色

　　　　調適合性の調査

　　　　一特に光重合レジンにっいて一

○佐藤　　保，立花　　透，阿部　晶子，

　村上　直美，小原　雅彦，石橋真喜子，

　沢口恵美子，佐藤　　聖，中嶋　和郎，

　安藤　良彦，久保田　稔

　種々局所麻酔剤（リドカイン，プロカイン，テト

ラカイン，ジブカイン）が交感神経節シナプス伝達

にどのように作用するのかを調べた。

　ウシガエル腹部交感神経節（8th）を中心に，

preganglionic　trunk，　postganglionic　ramusと，

それに連なっている脊髄神経を一体として摘出し，

白金イリジウム電極上に固定した。実験は，シナプ

ス前線維刺激によって生じるcompound　action

potential（CAP）の振幅を指標とする細胞外記録
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法によって検討した。このCAPは，ニコチニック

型アセチルコリンレセプターのプロッカーであるd一

ツボクラリンによって競合的に阻害されるため，ニ

コチニック型の応答であることを確かめている。

　CAPの振幅は，局所麻酔剤の濃度を増すに従い小

さくなり（dose　dependent），その阻害効果は可逆

的であった。種々局所麻酔剤のシナプス伝達に対す

る阻害効果の強さを比較すると，ジブカイン〉テト

ラカイン〉プロカイン〉リドカインの順となった。

次に，dose　inhibition　curveを用いてリドカイン

とプロカインの阻害様式を調べた。低濃度のカルシ

ウムリンガー（1．8mM～0．45mM）でシナプス前膜

での伝達物質の放出を抑制したり，反対に，シナプ

ス前膜に作用して伝達物質の放出を促進する4一ア

ミノピリジンの有無にかかわらず，阻害曲線は左右

どちらにも移動しないため，両薬物はシナプス後部

膜のアセチルコリンレセプターを，非競合的に阻害

していることが示唆された。さらに，リドカインが

シナプス伝達を阻害する濃度で，神経線維の興奮伝

導に対する阻害効果を調べたところ，その阻害効果

は著明ではなかった。

　以上の結果より局所麻酔剤は，神経線維の興奮伝

導阻害を起こすよりも低い濃度でシナプス伝達を阻

害し，その阻害様式は非競合的であるために，作用

部位はシナプス後部膜のニコチニック型アセチルコ

リンレセプターのアロステリックサイトであること

を示唆している。
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記録にはNembutalで麻酔した動物を使用した。辺

縁系条件刺激はduration　O．5msec，330Hz，200－500

μAのパルスで100msecの間，連続的に行った。そ

れらの刺激部位はPrussian　blue法によってマーキ

ングし，実験終了後組織学的に検索した。

　海馬の条件刺激は歯髄駆動細胞の応答および自発

放電にはまったく影響を与えなかった。一方，扁桃

体の条件刺激は短い潜時で応じるF－typeの歯髄駆

動細胞にはほとんど影響を及ぼさなかったが，20

msec以上の長い潜時で応じるS－typeの細胞10個中

5個の応答（スパイク数）を約30－80％抑制した。ま

た，F－typeに後期放電を伴うFa－typeの細胞に対

しては，初期放電には著しい影響を与えないが，後

期放電を60－80％抑制した。これらの抑制効果は200－

600msec持続した。扁桃体からの主な遠心性神経路

である分界条の電気刺激では上記の抑制を再現出来

なかった。また，その抑制効果は分界条の破壊によっ

て変化しなかった。同様に，歯髄刺激によって誘発

された顎二腹筋の開口反射性筋電図活動に対する扁

桃体条件刺激の効果を調べたところ，その振幅は約

40－70％抑制された。

　これらの結果は歯髄性痛覚受容は扁桃体の活動に

よって抑制され，その抑制は分界条以外の遠心性神

経路を介して延髄レベルで起こっていることを示唆

している。

演題7．リスクの高い精神発達遅滞者の麻酔経験

演題6．大脳辺縁系は歯髄性痛覚受容にどのような

　　　　影響を及ぼすか

○松本　範雄，川原田　啓，佐藤　　匡，

　八幡　文和，鈴木　　隆

岩手医科大学歯学部口腔生理学講座

　大脳辺縁系の関与によって発現される情動が痛覚

受容に著しい影響を与えることが知られている。例

えば，痛覚閾値は闘争中には上昇し，反対に恐怖や

不安時には低下している。そこでこのメカニズムを

探る第一歩として，大脳皮質第一体性感覚領（SI）

のロ腔投射野において歯髄の電気刺激に応じる細胞

（歯髄駆動細胞）の興奮性に対する大脳辺縁系，特に

扁桃体と海馬の条件刺激の効果を調べた。

　SIにおける単一細胞放電記録には笑気とハロセン

で麻酔しcurareで不動化したネコを用い，筋電図

○水間　謙三，佐藤　雄治，野舘　孝之，

　藤根　浩樹，小野　　実＊，石川　義人，

　中里　滋樹，藤岡　幸雄，岡田　一敏料，

　涌澤　玲児’享

岩手医科大学歯学部口腔外科学第一講座

岩手医科大学歯学部口腔外科学第二講座＊

岩手医科大学医学部麻酔学講座⑪

　自分の全身状態を表現できず，安全な全身麻酔管

理に必要な臨床検査データーが満足に得られないた

めに，精神発達遅滞者の全身麻酔管理は当然のこと

ながらリスクが高くなる。今回，我々は昭和52年か

ら昭和62年までに，歯科治療に全身麻酔を必要とし

た精神発達遅滞者38例中特にリスクの高かった2症

例を報告した。

　第一症例は22歳，体重25kgの男性で，残根周囲か

らの出血が原因で，極度の貧血を呈するという主訴


